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4　福澤諭吉『学問のすゝめ』（『福澤諭吉著作集』第 3巻）慶應義塾大学出版会、2002 年、80 頁。
5　『学問のすゝめ』、26 頁。誤記は引用者が改めた。
6　1「文明開化」は『福翁自伝』に 5回も使われた。富田正文校注『福翁自伝』（慶應義塾大学出




























































































































































































































































文化言語センター、2001 年、89 ～ 90 頁。
ファム・ティ・トゥ・ザン
96
　もしベトナムがもっと早くに政治や軍事を改革していれば、つまり皇帝も臣民も
西洋の文明をより深く理解していればということであるが、それはすべて民族独立
に対するファン・ボイ・チャウの夢にすぎない。
むすびにかえて
　このように「文明」と「文明開化」は、日本に大きな歴史的転換をもたらした重
要なファクターであった。異論はまだ絶えないが、文明開化を進めることによって
日本は西洋諸国に侵略されずに独立を保ち、近代化を果たしたということができる
だろう。残念ながらそれは漢字文化圏の中国やベトナム、朝鮮半島では起きなかっ
た。
　偶然ではあるが、1858 年に徳川幕府が日米修好通商条約を結ぶことによって日
本は世界的に認知されるようになったのに対し、同年ベトナムはフランス植民地と
なった。自国の現状や世界政治の状況に対する認識の違いから、文明、特に西洋文
明に対する考え方も異なってくる。おそらく「文明」は当時、アジア諸国を救うた
めの唯一のカギであった。
　以上ではあるが、本報告が、西洋文明および文明開化に対する二つの考え方と二
つの民族の歴史的運命との間に、両国の歴史を理解するための関連性があることに
ついて、検討をする素材を提供できたならば嬉しく思う。
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